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動詞の主語は、無標の場合も含み、原則として以下の 4 つの構造によって標示される。 
① Dependent-Marking（以下 DM）：（人称代）名詞-属格 ＋ 非定形動詞-φ 
② Head-Marking（以下 HM）：φ ＋ 非定形動詞-所有接尾辞 
③ Double-Marking（以下 DBM）：（人称代）名詞-属格 ＋ 非定形動詞-所有接尾辞 
④ No-Marking（以下 NM）：φ ＋ 非定形動詞-φ 
 
 この構造は「A の B」といった所有表現を含む名詞句の構造と基本的には同じである。
本稿では、時相構文・行為者構文・分詞構文という 3 つの構文と、不定詞が現れる文を対
象に、非定形動詞における主語標示の構造および条件を明らかにすることを目的とする。 
 Sakuma (1998) によると、時相構文と行為者構文において、従属節の主語が人称代名詞
以外であれば全て DM である。人称代名詞の場合、1、2 人称であれば HM（主語を強調す
る場合は DBM）、3 人称で主節の主語と従属節の主語が一致していれば HM、一致してい
なければ DBM になる。 
 一方 Sakuma (1994, 1998) および Karlsson (1999) によると、分詞構文の場合は条件が異
なる。主語が人称代名詞の場合、単に主節の主語と一致していれば HM、一致していなけ
れば DM となり、人称による違いはなく、DBM の構造も用いられない。 




Kielipankki を使用した。この Kielipankki は、多数の新聞記事を収録しているコーパスであ
る。今回は Demari（フィンランド社会民主党の機関紙）が 2000 年に掲載した記事（以下
D2000）をデータとして主に用いた。総語数は約 66 万語、記事の総数は 2195 である。検
索のキーワードは以下の通りである。 
・ 時相構文で用いられる第 2 不定詞内格形および受動態過去分詞単数分格形 
・ 行為者構文で用いられる行為者分詞 
・ 分詞構文で用いられる現在分詞および過去分詞 
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 用例は合計 8974 例得られた。時相構文は NM の場合、主語に焦点が置かれていないこ
とがほとんどであった。そして、主節の主語と一致していれば HM、一致していなければ
DM または DBM になる傾向が見られた。さらに、時相構文には例外が見られることがわ
かった。人称代名詞が主語である場合、主語標示は HM もしくは DBM であると先行研究





なければ NM であった。そして、主節の主語と一致していれば HM、一致していなければ





になる。そして、主節の主語と一致していれば HM、一致していなければ DM になる傾向
がある。 




なければ DM（または DBM）になる。 
 不定詞の主語標示についても先行研究では指摘されていないことがいくつか確認できた。
第 1 不定詞と第 5 不定詞は始めから HM の形態でほぼ定まっているのだが、第 2 不定詞お
よび第 3 不定詞は NM の場合がほとんどであった。不定詞はその主語が標示されるとは限
らないが、それぞれの不定詞によって傾向が異なっている。
